水産普及だより　　第１５－６号　　2003.7.2

[image: image5.jpg]


水産教室の模様（３）

牟婁郡紀伊長島町の小学生35名が、総合学習の時間を利用して地元の有力産業である漁業を勉強しました。今回はもう３回目で、学習会も佳境に入ってきました。
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ロープワーク（巻き結び）
巻き結びを覚えました。巻き結びは基本的な結び方の１つです。船を港に係留するため、頻繁に用いられます。
藤島さんがわかりやすく教えてくれました。一度説明しただけではわかりにくいので、水産業改良普及員２名がサポートし、個別指導しました。ほんの20分で、みんなが巻き結びをできるようになりました。
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ロープワーク（もやい結び）
もやい結びは漁労作業で用いられる基本的な結び方の１つで、ものを縛るときによく使用されます。ひもを引っ張っても輪が小さくならず、ものが縛られすぎることがありません。ヘリなどによる人員救助等、紐を自分に結ぶ際にも使用されます。
難しい結び方ですが、早くできた子は「何秒で結べるか？」を競い合っていました。最速記録は10秒で、写真中央の男の子が出しました。藤島先生はもちろん４秒でできますよ。
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かつおの一本釣り
このようにカツオ船の舳さきに立って、はね（竿）を用いて釣るのが「かつおの一本釣り」です。普通、釣りというと竿を連想しますが、海の漁業では、釣りというと手釣りが主流です。
かつおの群れを探して船を移動し、群が見つかると餌をまきます。この餌というのが「生きたイワシ」で、これがないとカツオは釣れません。バケツ一杯で6,000円もする、いわば「黒いダイヤ」なのです。
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かつおの釣り方
群に餌をまくとかつおの活性が上がり、なんでも餌に見えてくるので、疑似餌（ルアー）でかつおを騙し、次々と釣り上げます。このときにいかに時間を掛けずに釣るというのが重要で、手返しを良くするため、糸を弛ませるだけで針が外れるように針に返しを付けません。写真では、実際に長靴を釣って見せていただき、外れるまでのメカニズムを教えてもらいました。先生の「東順一」さんは、漁師歴50年の大ベテランでした。
